
自
習
自
学
　
完
は
届
書
莞
義
ギ

1
－
・
・
吋
．
・
・
ヾ

が
五
日
制
を
実
施
し
、

県
下
の
各
聾
校
に

お
い
て
轟
月
よ

り
実
施
轟
で
来
た
し

か
る
に
本
腰
装
い
て

は
申
驚
初
山
笹
併
和

し
、
焉
豊
漁
に

は
管
の
閑
静
温
い
、
私
署
芸

隆
か
ら
も
そ
の
実
碑
の
時
期
に
つ
い
て

考
旅
費
誓
言
来
た
、
癒
し
昨
宗

津
名
壁
簿
に
轟
の
壷
が

【

音
制
皆
目
の
凰
の
ま
と
等

自
習
を
胃
旧
と
す
る
も
め
で
亀
隻
学

際
毯
塁
の
発
実
は
こ
の
間
瓢
と
は
隕 三

、
毒
酎
圃
蛋
築
ざ
れ
た

堅
忍
畢
垂
営
象
薯

袋
に
て
阻
澤
郡
の
象
詳
金
え
の
昇
格
が

が
あ
ま
り
取
邸
上
げ
ら
れ
な
い
で
来
た

が
悪
筆
芸
愚
露
表
碧
が

嬰
彗
品
、
活
動
懇
話
畠
等
充
契

に
疹
畢
し
勉
学
の
脛
に
供
せ
ら
れ
る

な
お
轡
席
糞
食
の
要
員
翠
彗
盲
野

崎
讐
ナ
嘲
委
員
彗
盲
佐
々
木
夷
、

（
中
学
）
　
　
－

寿
料
早
々

掛
邁
開
始

改
ま
馨
る
教
育
も
痛
点
の
信
連
を

速
や
か
に
ず
る
等
の
必
畳
か
ら
膵
年

録
某
P
T
A
、
取
肖
崇
の
双
講
に
放
逸

阿
鱒
∵
疲

∵
誓
背
に
登
る
歪
不
腰
上

暴
く
長
官
君
私
達
坪
竃

に
お
い
て
そ
の
効
果
を
示
雲
書
段

階
に
箋
し
っ
1
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
や
優
れ
ば
せ
な
が
ら
鑓
種
菌
欝
の

間
に
成
熟
埠
な
射
晩
が
行
な
わ
れ
掛

々
な
計
画
が
芦
に
跡
苫
れ
て
い
る

の
も
こ
の
辺
の
事
情
を
如
実
に
物
屠

っ
て
い
屠
患
い
ま
す
。
寮
．
鼓

育
洋
裁
の
分
野
が
広

：方
面
‡こ
わ

た
り
管
、
そ
の

価
さ
れ
る
よ
う
に

弓
烏
】
荘
召
霊
室
〃
コ
コ
司
八
月
l
t

冴
恩
盲
人
豪
に
つ
骨

で
堅
蚤
蚤
落
首
急

緊
寡
に
あ
生
こ
こ
空
地
等

屈
の
問
題
が
温
皇
軍
。
と
鼠
盤

落
雷
け
が
横
幕
と
い
尋

汚　行　統一

石拙師資
日】拙】併

給　手　新報杜

楼
内
簸
緩
伊
夢
実
現
か

二
月
首
に
は
百
億
慧
重
富
が

結
成
暮
れ
た
、
車
用
会
は
県
下
各
満
俊

に
ひ
い
て
実
施
後
の
萎
び
そ
の
彫

欝
讐
し
聾
芸
当
筒
に
振
出

し
掌
れ
程
こ
れ
に
対
す
る
P
T
A
及

び
職
員
の
討
隋
真
打
了
し
、
つ
い
に
本

校
に
お
い
て
是
非
畠
昂
の
観
点
よ

旧
字
玉
等
匿
五
月
八
月
を
期
し
て
五
日

鰍
菓
瀬
め
は
こ
び
と
な
っ
た
。

本
校
で
は
総
務
委
員
会
、
P
T
A
、

逮
渇
で
雷
制
の
竃
に
と
も

ノ
．
な
い
新
教
琵
系
の
寧
顔
と
し
て
、

E
R
ス
ボ
ン
サ
ー
の
各
教
室
へ
の
追

出
や
、
校
内
放
送
の
艶
琴
ま
た
貌

在
偏
藁
を
表
だ
解
警
せ

七
窪
怯
図
蕩
偽
と
し
て
、
よ
れ
尭
実

さ
れ
た
地
の
に
す
る
こ
と
や
、
管
理

自
学
の
実
恥
な
ど
が
償
租
鉛
に
計
画

壊
押
、
す
で
に
実
施
の
運
び
に
な
っ

て
い
る
。
＼

ま
た
新
教
置
責
に
轟
蓮
を
持
つ
「

琵
心
得
」
が
腰
畳
会
の
嘉
も

済
み
金
豊
穣
に
配
布
さ
れ
た
。

一
首

・

I

　

　

　

一

㌍
㈲
留
置
の
気
運
が
腐
ま
っ
て
来
て
居

た
が
、
七
の
荘
双
方
の
話
し
合
い
が
ま

と
ま
り
実
現
の
ー

予
算
は
約
二
十
万
円
、
五
月
に
は
発
成

さ
れ
る
皆
で
専
任
者
が
琵
訝
る
ま
で
山

中
先
生
が
こ
の
間
曲
を
械
り
扱
わ
れ
息

大
…
報
㈹
緋
鯉
紺
謂

と
隣
捺
し
て
捏
澄
手
打
る
摸
横
で
あ
D

三
㍉
÷
∵
－

以
て
繁
ら
れ
て

革
些
基
準
＼

去
紛
馨
撃
て
横
雲
芳
別

辞
酢
放
誉
れ
、
合
層
の
合
筆
許

の
朗
読
が
意
金
偏
に
ス
ピ
ー
カ
ー
牽
通

じ
て
流
れ
、
勝
因
放
送
に
よ
る
義
弟
の

也
ヤ
リ
ン
グ
も
行
わ
れ
、
．
や
が
て
は
放
川

管
遡
自
習
制
採
用
さ
る

園
会
の
手
に
な
る
修
正
等
苗
て
全
て
、

金
空
想
で
可
決
、
直
ち
に
職
園
金
澤

に
迭
肘
等
れ
、
同
上
決
定
、
新
学
期
に

銅
雛
離
醒
㍍
関
紺
絹
張
録
拍
摘
銅
鰻
椚
朋

糾
い
摘
絹
鰻
鮒
鎧
錯
錯
綜
締
約
…
頂
と

は
各
崖
瞳
の
学
習
習
慣
や
学
習
環
術
の

習
得
で
あ
を
か
ら
各
自
の
個
性
に
即
し

芋
－
マ
者
苦
、
個
讐
讐
た
属

官
枚
等
祖
属
し
な
け
れ
躍
な
ら
な
損

こ
の
よ
う
な
技
術
の
習
得
は
指
導
者
の

指
導
の
も
七
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
録

生
徒
心
得
配
布
■

三
十
四
年
度
学
則
業
考
査
攣
綴
劾
讃

ぎ
茎
日
毎
短
髪
し
て
億

心
得
の
革
案
の
嘉
を
綴
付
、
枯
淡
讃

！
l
T
l
一
弓
．
一
．
三
号
L
l
・
■
守
一
1
量
．
打
つ
ヲ
・
牒
f
t
T
を
て
l
T
主
言
・
一
・
－
葦
■
L
T
主
：
L
T
主
「
ト
＿
丁
．
毒
・
l
T
≒
・
・
1
7
．
号
1
7
■
．
毒

い
う
こ
と

し
か
し
育
姦
欝
過
凛
要
か

ら
拭
け
切
れ
ず
冥
目
焚
き
だ
け
の
勒

恩
恩
訝
嘗
思
君
恩

票
蚤
量
貸
警
固
苗
彗

敦
評
は
薯
相
島
警
考
で
あ
幻

る
自
発
性
も
父
そ
れ
ぞ
れ
の
数
瀞
の
、

曹
誓
義
教
姦
崇
慧

の
を
引
き
伸
そ
う
と
す
る
部
材
な
ど

聖
者
か
な
い
こ
と
に
な
る
で
廿
亨

還
ら
せ
な
い
層
貴
意
率
遍

濃
紫
普
愚
意
蕎
哀

れ
は
学
ぶ
智
の
歩
む
べ
き
琴
苛
で
あ

恩
恵
諒
巌
暫
旨
騒
ぎ

に
迫
っ
て
い
る

認
常
温

え
は
農
選
僅
葦
意
志

な
も
の
で
あ
苦
と
を
弾
じ
て
お
り

ま
せ
ん
。
学
嘗
巌
の
鞄
碧
払
必
然

磨
毒
等
凛
賽
琵
で
し
ょ

■
つ
。
こ
の
貢
で
蔚
会
等
ラ
ブ

帯
軋
と
か
あ
る
い
は
賢
垣

節
に
富
自
由
警
い
つ
意

魯
竃
真
宗
恩
琴
丘
て
再
検

曹
打
て
ヤ
還
欝
か
魯

緒
紺
繍
硝
路
鰻

＜
き
り
か
ざ
し
綱
軸
や
日
日
そ
カ
モ

濁
薯
に
賢
帝

♪
妻
か
暮
し
て
止
み
、

妻
ん
　
志
を
．

r
五
月
よ
の
量
目
観
を
採
用
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会

に
、
カ
リ
千
ユ
ラ
A
が
所
に
梢
成
さ
れ

懲
そ
の
中
に
芸
日
学
の
時
男
腰

灯
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
管
理

自
学
に
つ
い
て
学
校
側
で
は
茶
の
よ
う

に
憩
っ
て
い
る
。

管
理
日
学
は
赦
師
の
指
環
の
も
と
に

座
礁
の
座
捕
捉
験
か
ら
望
ま
れ
る
間
飴

25年度石凄会予孝義
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弘
鮎
部
鋸
邪
知
．
郡
部
餌

静
学
物
研
術
楽
園
劇
今

井
科
博
郷
発
育
睨
褒
美

嘩　碗　乱【
水　泳　一応
尾　球　至鮎

扇：資　乱都
雪泥　潮　風；

ヽ排　球l執；
熱演都（硬）

ラクピー乱I
Lu　母　親；
体　重梁　郎

スキー軌i
スケート郡

j宏‾ヨ訣　部　　二
野球部（軟）

遺　著正　浸　　1

が
通
例
で
あ
る
。

も
多
い
と
鷲
鴬
に
こ
の
馨
を
翫
ん

例
率
の
如
く
卑
撃
も
ま
た
へ
五
月
二

例
年
の
よ
う
に
非
公
開
で
夜
の
部
を

腰
崩
と
す
る
横
根
で
あ
る
。
炭
の

に
は
特
に
職
員
連
の
九
グ
シ
ゲ
イ
静

が
雲
と
て
今
か
ら
隈
内
釜
の
う
わ

が
や
か
ま
し
い
㍉
出
粥
は
賦
戯
削
、

楽
部
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
讃
び
今
軍

る
。
政
教
は
構
礫
の
郡
、
バ
ロ
ン

い
て
秋
の
悪
粛
要
び
釆
牢
に
備
え
，

讃
針
で
あ
り
、
碧
楽
部
は
．
〃
蛮
〟
」

エ
ー
バ
ー
作
曲
ク
モ
の
偶
数
曲
。
な
h

率㈱
浮
は
大
差
翳
あ
蔓
は
否

蔑
出
来
な
い
の
で
あ
8
ま
す
、
そ

れ
で
出
来
る
或
早
く
目
標
達
成
の

た
め
賢
二
三
の
屠
姦
毒

五
日
制
に
よ
り
良
き
棚
協
刀
を
望

む
も
の
．
芋
。

」
、
育
制
の
百
科
∵

五
日
制
の
日
揮
と
は
学
校
葡
背
の

外
に
奴
庭
、
・
社
食
教
育
熱
奴
祝
し

て
土
管
凌
家
庭
茂
社
会
に
お
け

る
教
育
の
機
会
と
打
て
琴
芝
机

を
の
で
ず
還
し
て
寡
言
苧

潜
思
蜜
蚤
馨
宮
恩

諺
署
を
覆
訝
貰
各

父兄に告ぐ・PT A指導部

毒
、
．
要
監
禁
軍
事
上
げ
る
よ
う
に
研
畏
買
苗
男
憲
挙
る
暮
す
、
士
礪

琶
薫
育
晋
制
実
讐
苧
等
に
腰
萱
草
召
す
挙
る
最
遠
予
等
憲
の
方
と
琴

垂
、
■
縄
両
完
窪
の
指
洛

廃
）
重
罰
頴
が
響
遠

い
。
1
〃
、
春
の
歓
び
〃
メ

ル
ス
ソ
ー
ン
作
曲
其
他
常
の
朗
読

文
化
慧
芸
の
統
卒
の
下
に
他
の

各
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
練
習
を

し
て
い
莞
料
讐
義
は
文
化
蚕

良
全
会
H
任
考
姉
帯
広
ニ
）
当
日
の
会

望
遠
と
野
戒
は
体
育
壷
屋
余
及
び
窪

整
炭
会
（
頂
佳
肴
斎
藤
勉
）
が
当
り

横
棒
は
墓
（
茫
亀
著
大
和
琴
）

プ
ロ
等
Å
蔑
、
地
変
び
改
選

（
讃
巻
任
、
腑
対
空
）
会
賢
云
日

望
朗
が
司
ど
る
。
な
お
予
評
は
石
腰

会
か
ら
出
象
れ
る
胃

石
櫻
会
役
員
決
る

テ
ィ
を
準
え
て
鷹
蓋
琴
海
攣

れ
て
い
訝
姦
作
曲
竺
露
繁

る
為
、
変
声
曲
三
部
作
の
完
成
と
共
に

空
費
屡
に
入
学
さ
れ
た
。
然
し
秋

の
芸
術
祭
ま
で
に
は
大
作
を
閥
土
壁
に

一
度
帰
威
さ
れ
る
。

国
語
の
宮
川
、
教
学
の
工
讐
芸
租

の
歌
人
小
田
畠
孤
舟
の
三
先
窪
は
一
貞

上
の
都
合
で
本
校
の
政
教
よ
り
さ
ら

た
。
外
詔
の
和
出
先
袋
は
岩
手
医
大
附

属
柄
院
に
胃
癌
で
入
院
さ
れ
休
職
中
。

．
な
お
新
学
年
に
は
荻
の
渚
先
生
が
赴

任
さ
れ
雪
鈴
米
襲
国
語
策
洋
大
卒
）

先
庄
、
小
野
寺
（
用
語
東
北
大
）
佐
勝

正
菖
（
飾
磨
、
東
北
学
院
）
柳
餉
ト
シ

犀
に
移
っ
た
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
に
よ

品
数
宵
は
益
々
充
実
す
る
だ
ろ
う

職
員
移
動

郷
土
の
窪
ん
だ
作
曲
教
生
内
談
天
先

住
は
、
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ソ
サ
イ

刷
　
新
嘩
荘
石
扶
余
の
役
員
が

…
四
月
二
十
四
日
衣
の
よ
う
に

決
雫
学
校
糞
の
謎
頭
手
洗

斥寄金同庁ヨ

計

間
．
　
櫓

小
林
韓
一
由

菩
最
⊥
蔚

山
　
髄
　
笥
牢

斎八／jヽ　宮
爾

慮
し
ま
し
ぶ
悪
篤
く
乳
に
眉
と
は
嘗
ポ
変
だ
層
等
果
し
て
欲
し
い
の
で
す
、
な

で
憲
で
雷
ま
し
壷
萱
の
・
　
　
　
　
　
お
渾
毒
害
惑
冶
に
考
え
ら

巌
る
添
乳
項
は
賽
の
妙
音
も
の
が

あ
り
ま
す

疫
警
看
蓋
等
毒

す
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
惑
鰭

ス
ボ
十
ツ
等
）

◎
学
習
は
既
初
夢
項
の
琵
理
実

験
渾

⑳
地
域
学
給
の
グ
ル
ー
プ
を
閑

成
し
今
金
、
社
会
施
狩
の
利

用
等
で
す
　
八

三
、
総
び
（
遷
宮
）
－
∵

暴
落
は
P
T
A
と
窪
絵
か
ら
な

心
実
情
に
即
し
灰
等
掻
衝
異
常
同

且
つ
男
鹿
に
移
す
為
創
意
妻
咤
る
書
架
宗
解
散
を
通
し
て
遥
適
量
祭
良
い
ま
で
巽
北

も
峯
く
寮
の
苧
嘗
署
ス
こ
甚
悪
意
至
芸
り
苧
娩
芳
与
に
は
有
機
秀
学
習

が
歪
で
雷
挙
。
都
に
改
訂
　
こ
、
虫
胃
の
利
用
法
　
著
の
象
薫
香
も
嘉
を

1
よ
じ
て
の
議
質
量
易
署

象
点
は
大
い
に
家
象
社
砦
の
虎
紗
た
い
と
思
い
尊
㌔
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学
習
東
園
余

勢
菌
茂

別
表
園
長

同
出
版
垂
貞
会

委
員
　
長

望
月
畏

庄
渾
童
貞
余

責
貝
　
長

嘗
計

同
体
弾
頭
月
余

琴
亘
茂

き
．
．
禦
選
管

二
遍

北匠歪、長野大　　庄滝姉　　小顆川　　福川佐

田腰顧　川崎．針　内村柑　監姐御　士村木

章票勉．讐彗質　竺霊弘　蛋・森澤　繁胃急

．
コ
ン
ク
ー
ル
に
上
位

既
報
「
県
下
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
に

本
校
か
人
ら
コ
最
新
警
官
廟
タ
イ

ム
ス
」
「
旬
刊
サ
ン
ネ
y
L
が
応
啓
し

た
ハ
石
陛
新
聞
は
空
嘩
旬
刊
サ
ン

ネ
ン
は
中
学
の
部
将
鰐
と
決
定
し
た

J
教
黄
昏
の
新
機
野

新
教
育
方
針
に
の
っ
と
つ
て
等
ク
ラ
ス

の
担
任
の
完
窪
が
輯
碍
そ
の
■
■
ク
ラ
ス
の

教
室
に
お
っ
て
窪
超
と
庄
活
を
共
に
じ

島
簑
題
等
雷
掌
る
ご
と

に
な
っ
た
、
ま
た
各
科
の
発
敦
を
匪
る

た
め
、
以
前
か
ら
の
体
育
科
に
加
え
て

社
会
科
、
現
計
が
特
別
室
に
資
へ
材

料
を
揮
え
つ
け
該
斜
教
師
が
実
々
の
鄭

参
考
浮
上
（
荘
重
謹
以
下
二
十
五
冊

（
芸
術
科
）
細
川
典
ぎ
（
外
語
胃
彗
ナ

院
卒
）
柳
出
先
堵
潤
川
野
接
は
本
校

開
校
以
来
都
の
女
教
師
で
あ
す

■
孤
舟
先
生
政
柄
気
で
辞
職
さ
れ
た
の

だ
が
病
床
か
首
唱
に
訳
の
l
句
を
桝
せ

て
別
れ
を
恰
し
ま
れ
た
。

削
る
る
と
争
撃
つ
呂
は
あ
ら
む

会
は
ず
と
も
∴

し
思
う
員
あ
ら
む
喝
や
か
に
こ
そ

ノ

　

偲

丹

な
お
さ
ら
れ
た
諸
先
生
方
の
現
住
所

は
左
の
苛
ニ

∇
薦
粟
屋
　
（
東
露
蓼
惜
区

∵
戸
＃
町
ニ
ノ
三
二
久
保
墓
方
）

∇
小
田
昂
孤
舟
完
竿
一
（
盛
岡
而
所
感

「
町
）
．
，

∇
届
歪
崖
常
上
田
党
出
敦

∇
胃
川
先
鎧
　
（
不
詳
）
l
・

放
す
べ
く
揮
踵
を
開
始
し
窓

周
雇
人
禁
書
の
凛
、

内
の
与
論
を
＜
ゐ
入
れ
て
要

別
で
第
｝
回
…
納
入
を
行
っ
た
。

祇

出
版
委
員
会

眉
櫻
新
聞
会

費
撹
　
川
和
　
洋
一

■
　
到
着
国
畏
　
村
山
　
鼠

で
r
・
爪
由
璧
蒜
■

稚
内
都
畏
女
様
′
散
大

．
文
化
部
　
聯
膜

会
誌
鄭

塵室　事業

晶芸芸者
卸具晶



▲「i

岩

・
r
磨
ど
げ
の
容
、
心
の
蟹
啓
毒

素
と
は
椙
成
り
申
し
僻
1
1

．

指
導
部
も
鈴
木
（
誠
）
空
事
迎
へ
て

い
よ
い
よ
そ
の
働
き
を
活
発
に
し
始
㊥

て
い
桑
、
昨
牢
行
わ
れ
優
穣
寄

留
は
余
り
行
わ
ぬ
方
針
で
、
専
ら
校
外

藩
の
指
感
に
当
る
事
に
な
っ
た
先
づ

初
め
に
層
数
回
に
但
つ
て
注
意
が
あ

っ
終
に
も
係
ら
ず
、
今
以
つ
芸
休
み

の
静
榊
に
無
断
に
外
出
す
る
も
の
が
あ

る
の
で
蹴
り
し
ま
り

零
で
あ
る
。

磯
制
と
望
髄

崖
鹿
魔
等
部
の
偏
鍵

は
何
ん
と
し
た
群
か
、
近
来
少
＜
な
く

な
づ
た
了
は
汐
へ
、
こ
ゝ
で
煙
輩
を
の

誓
遠
が
あ
る
と
か
や

ぞ
ノ
ス
ホ
ー
ル
三
蔵
校
崖
の
出
入
が

相
当
激
し
い
が
、
本
校
窪
は
非
常
に
少

な
く
「
一
人
か
t
天
」
と
の
管
理
人
の

宵
明
は
大
空
喜
ば
し
い
。

■
映
画
撃
痩
禁
中
に
出
入
り
す
る
も

の
は
少
な
い
が
、
休
日
等
何
処
の
学
盛

か
峠
知
ら
ぬ
が
相
違
ら
つ
な
い
た
ず

強
化
す
る
と
の
首
を
す
る
者
が
あ
っ
ゼ
困
っ
て
照
り
ま

∴
、
圭
黒
宮
㍊
H
パ

雷
不
良
化
の
轟
肝
と
し
轟
に
堅
い
。

8
凄
絶
さ
れ
て
い
る
農
か
ら
訂
者
は

そ
の
状
況
を
臆
鞭
し
た
。

雷
撃
・
厨
に
な
る
と
上
靴
の
ま
き

飛
び
出
す
盛
徳
が
、
三
々
五
多
ル
」

対
審
降
っ
て
あ
ち
こ
ち
の
垣
最
か
ら
パ

ン
店
に
伺
っ
て
守
出
す
、
そ
の
考
の

接
近
ん
ど
那
覇
校
注
の
も
の
で
あ
る
の

マ
ー
ク
サ
ン
ク
ラ
ブ
…
マ
ー
ジ
十
ソ

昌
の
蛮
人
は
何
故
か
酉
嘆
を
に
ご
し
て

い
た
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
今
な
お
出
入

ひ
し
て
い
る
も
の
が
相
当
の
数
に
上
る

準
慧
鹿
車
窓
首
し
ま
り
と
窪
瞳
の

日
射
を
靡
す
る
だ
ろ
う
戸

．
、
．
■
L
・
．
び
葺
l
∵
－

先
生
畠
な
た
は
何
故
本
棟
を
志
望
し

ま
軋
塔
か

鍾
徒
こ
の
学
校
は
産
出
が
古
く
、
栗

原
が
整
い
、
在
現
生
の
成
績
も
よ
く
ま

た
先
任
方
が
り
つ
ぼ
故
人
ば
か
り
だ
か

ら
。

先
謹
言
は
お
偲
辞
が
う
ま
い
ね
、
■

窪
二
号

悲
革
を
織
り
ま
せ
て
皐
し
い
ま
で
に

慧
す
る
発
頭
の
T
野
こ
れ
嘉
し

て
諒
と
地
獄
の
変
声
曲
と
い
う
．

腰
塀
の
中
の
野
草
は

風
に
吹
か
れ
て
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と

【
写
真
は
合
格
春
菊
喪
｝

′
／
H
等
寅
は
濁
答
試
尚
】
　
1

㌢
…
■
手
蔓
■
ぎ
■
ヾ
・
う
≧
き
…

鬼
螢
試
嘩

－
■
ミ
三
三
二
一
て
■
t
■
■
■
＝
■
．

り
研
訳
も
の
は
お
温
い
ヂ

校
困
窮
者
傾
向

新
に
発
足
し
た
団
等
憶
準
備
重
合
で

は
隠
第
人
の
参
考
の
為
購
入
希
畠
と

説
謳
顧
同
の
調
査
を
行
っ
た
。
対
称
は

各
ク
ラ
ス
二
十
甘
あ
て
配
布
、
諷
透
通

用
紙
配
布
撃
百
観
、
回
収
亀
山
ふ
態

で
六
十
％
の
回
収
率
、
購
入
希
望
は
中

の
聖
診
考
沓
四
十
勝
信
挙
手
％
小
説

四
十
％
、
商
校
の
酎
仲
基
萄
苛
が
断
然

多
く
六
十
％
小
攣
亭
四
％
伝
甜
六
％

と
で
あ
っ
た
。

況
窃
塀
同
は
（
傍
弧
の
主
な
も
の
）

蔓
等

横
訳
小
出

愚
猫
蓄

伝
鮎

参
考
番

三
十
九
％

浮
励
　
十
％

学
習
　
五
％

名
草
十
四
％

十
九
％

十　　　十
八　五二：七二
％％％％

・
内
訳
　
自
然
科
学
　
十
一
％

1
．
■
　
　
学
術
　
十
一
亮

（
但
し
学
校
の
み
）

■
表
替
義
レ
い
の
は
鋼
釈
も
の

を
祝
潔
が
少
い
事
で
あ
る
。
も
ち
諭

、
″
静
迩
〃
七
限
定
し
富
軍
か
空
聯

ゆ
れ
て
い
る

そ
れ
は
ま
る
で

い
っ
ぱ
い
の
梓
の
接
吻
が

楽
し
く
為
ど
つ
て
い
る
榛
に

見
え
る日

記
よ
り

川
鱒
洋
一

連
投
の
瞑
想
に
窪
き
る
望
邦
に

診
な
い
一
愚
の
、

ゆ
う
め
き
を
見
る

け
し
粒
の
様
な
人
袋
の
∫

何
処
に
抗
し
得
る
、

俗
に
染
っ
た
浪
産
の
瞳
が

な
お
も

灰
皿
に
蒋
さ
れ
よ
う
と

芦
実
に

救
い
を
求
め
て
さ
え
の
め
さ
れ
る

一
体

嚢
と
は
　
■

自
分
の
も
の
か
も

解
ら
ぬ
世
の
中
に

嘘
を
求
め

盤
に
泣
く
1

自
分
が
解
ら
な
い
、

岬
…
私
が
貰
救
う
…
叩

宵
宇
タ
ケ
シ

左
下
　
休
み
停
滞

父
兄
ど
ん
な
間
匿
酢
樹
た
の

臆
徒
う
ん
晶
卑
佗
つ
た
よ

父
兄
み
ん
な
出
来
た
か
い

庄
徒
出
来
た
所
ば
出
来
た
が
、
■
で
き

な
い
原
瀬
腎
来
な
い
よ

父
兄
　
？
　
　
■

古
γ
合
格
者
璧
警

あ
ァ
お
れ
の
名
前
も
あ
る
よ
、
し
め
た

サ
く
の
名
前
は
な
い
、
何
度
馬
菅
ぼ

て
も
‥
巨
・
－
＝

八
千
草
の
陰
傷
く
ろ
ひ

．
腕
章
む
れ
て
あ
る
を
鬼
つ
れ
ば

心
な
く
折
り
て
捨
て
に
き

微
笑
み
で
人
は
謁
行
革
し

き
葱
怠
畢
魔
窟

か
の
境
の
な
つ
か
し
書
か
な

い
づ
＜
に
か
命
は
在
ま
呑
む

放
置
か
歌
は
心
や
り
て

然
患
ふ
旨
と
は
宥
め

獲
り
字
の
心
に
仏
銀
鱒

い
つ
と
な
く
夢
に
描
け
り

全
書
と
に
飛
び
ゆ
＜
各
と
＜

秋
の
細
蘭
く
流
る
ゝ

腐
ひ
出
の
秋
の
も
八
号

か
の
圧
に
今
も
に
よ
ふ
か

〟

′
村

山　憶

†ト“・一・・

武

ふ
る
さ
と
の
川
の
ほ
と
り
に

皐
誓
苫
り
繁
で
そ
よ
ぎ
て

そ
の
か
み
の
芦
は
あ
り
け
り

一
望
な
る
宙
は
あ
骨
け
り
し
′

あ
で
か
毒
盛
ば
ひ
㌧

巳
の
辺
に
汲
び
陥
く
れ
は

ま
1
ご
と
の
花
び
ら
投
げ
て

を
み
な
ぎ
と
い
さ
か
ひ
も
し
き

名
奄
知
ら
ぬ
算
白
き
茂
の
∵

緋
摘
冊
緋
針

膵
日
ま
で
の
爬
虫
塀
が

は
ち
と
暴
言
、

崩
政
義
る
も
の
ゝ
刀
甜
さ
に

大
君
重
恩

あ
ゝ
そ
れ
ば
琴
の
点
警

篭
本
疲
安
部
は
、
過
量
の
一
も
あ
る
。

横
問
齢
の
脈
動
に

そ
し
て
巡
歴
の
か
弱
い
才
気
に

加
透
陳
と
俗
物
を

欣
快
の
燃
焼
に
耐
え
つ
ゝ

君
の
酉
っ
た
事
は
本
当
だ
っ
た
。
・

変
装
の
様
な
椙
茂
を
　
．

興
撃
の
綾
な
眼
澄
し
そ

′
要
が
見
た
と
習
う

そ
の
夜
陰
の
一
人
を

案
巽
の
偶
鍔
を
知
る
東
に

往
診
も
、
悦
楽
も

責
の
気
ま
、
に
賽
せ
よ
う

大
き
な
城
の
筒
退
色

う
ね
か
も
蒜
・

■
通
り
が
か
り
の
商
店
の
石
膏
の
山

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
も

む
し
ば
く
れ
た

責
本
星
”
あ
の
蘭
も

番
泡
好
ん
だ
空
白
の
苺
鰭
も
▲

気
取
っ
た
害
の
日
射
も

み
ん
な
私
が
ま
お
う

み
ん
な
私
が
雲
写

お
†
い
ツ

讐
監
い

三
の
襲

■

」

：

t

i

■

■

l

扉
二
重
二

㌢
，
．
．
．
．
；
＝

山
本
、
金
蒜

み
ち
の
＜
申
密
の
レ
る
し
の
」
よ
も
ぎ

も
ち

学
塀
に
抒
＜
事
等
滑
ゆ
る
雑
の
観

菊
う
増
の
少
女
の
葵
町
か
ど
で
　
′

為
ち
の
く
雲
霞
く
飛
ぶ
つ
ば
め
か
な

．
大
　
山
－
信
　
雄

岩
宇
山
薄
青
く
見
ゆ
潜
の
月

白
々
と
岨
け
野
卑
に
汽
督
か
な
・

苧
供
等
は
と
ん
ぼ
械
P
と
り
愚
0
行
く

兵

書

史

V

曇

Y

R

S

－

賢

★
…
文
化
体
育
短
信
‥
★

靂
讐
氏
が
、
■
璧
嘉
ク
彰
ダ

遥
翳
転
が
誉
夢
グ
の
梨
明
と

戚
龍
試
合
を
行
な
っ
た
。

亜
嶺
に
東
っ
た
約
五
吉
名
の
■
荘
癌
の
正

し
い
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理
解
に
大
い
に
役

立
っ
た
。
ま
琶
代
を
機
会
に
校
内
に

嘉
ク
多
グ
ク
■
ワ
宗
、
竃
笠

の
許
に
層
成
さ
れ
よ
う
と
し
っ
ヾ
あ
る

■
ポ
ト
ト
タ
ラ
歪
練
習

本
校
に
も
今
縛
か
ら
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ

凱
鋸
針
糾
い
射
慧
机
走
っ
て
お
っ
透
篭
牒
牒
こ
信
用
摺
－
．
Ⅷ
牒
摺
川
は
淫
、
三
凄
鳩
浅
沼
持
場

る
シ
ー
ズ
ン
に
聞
え
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

強
風
を
行
く

嘩
還
い
、
僧
琵
七
重
旦
消
柑
Ⅷ
ほ
ほ
招
洞
門
沌
半
開
．
鋸
舅
ダ
レ
上
覧
習
岩
窟
壷
軒
別
か
乱
打
引
針
鼠
針
針
が
引
凱
裾
引

山
岳
部
員

岩
挙
党
Ⅳ

八
十
人
の
大
息
居
て
優
を
旦
げ
歳
丹
ほ
ほ
ほ
ほ
ほ
≠
別
封
㌫
封
こ
引
離
鋸

誉
田
早
腎
仙
審
鏑
、
汚
、

佐
髄
の
間
岩
は
篠
天
候
に
も
の
げ
ず
岩

手
山
に
霜
妻
帯
し
た
は
下
関
岩
の

鈷
扁
兵
の
不
定
と
温
習
の
窄
空

を
警
鼠
に
誓
究
各
望
。
引

率
レ
た
が
も
晴
路
七
会
貞
よ
旦
云
白

ま
で
快
調
な
グ
リ
ー
セ
ー
ド
を
陳
わ
っ

た
、
．
欝
か
ら
の
燥
題
は
山
火
事
に
出

合
つ
た
が
肇
貸
し
た
」
ま
た
同
賀

r
L
空
風
で
、
王
g
車
中
心
と
し
で
疲

円
に
菜
店
が
あ
り
、
主
と
し
て
チ
ー
ク

誓
用
い
た
建
築
で
、
細
見
竜
王
や

肩
の
置
警
王
座
、
仏
触
噂
が
宋
鮪
と

延
は
く
に
よ
っ
て
ま
ば
ゆ
い
程
で
あ
っ

た
が
、
描
戦
後
見
た
と
き
は
土
色
の
み

が
解
く
な
っ
て
発
っ
て
あ
る
だ
け
で
あ

っ
克
城
壁
の
上
に
あ
る
望
撞
父
そ
の

外
他
に
あ
竃
七
等
の
堀
が
め
等
ら
さ

れ
、
そ
れ
に
四
、
五
カ
所
に
袖
崎
が
礫

主
上
÷
∵
十
∵
斗
轟
王
工
十
立
■

け
に
は
え
て
炎
し
い
黛
日
を
見
せ
て
く

れ
て
お
っ
た
。
こ
の
マ
ン
グ
レ
ー
ヒ
ル

を
除
い
て
は
平
た
ん
な
地
に
な
っ
て
い

■
率
豊
山
】

空　ノ呼　・：ここr
ク）　ん

春・：一・でつLl
馨．、啓

宇　寮．

孝

鼓
弓
由
月
層
に
如
儲
定
、

及
び
茅
屋
山
、
姫
神
川
を
行
な
っ
た
、

な
お
次
回
は
潟
帽
子
山
を
目
指
ん
通
日

登
山
練
習
に
急
が
な
い

．
．
学
快
速
㌔
脱
退

等
間
璧
中
学
雪
蒜
と
し
て
光
足

も
た
学
庄
映
画
連
敗
も
、
四
年
の
年
月

蚤
賢
哲
、
諷
詠
君
毒
、

朕
数
個
は
置
き
ハ
大
雪
L
高
校
酎
十
四

隠
冬
の
雫
屋
号
頭
金
に
名

園
賦
割
に
と
間
蹄
を
就
け
て
来
た
が
昨

秋
来
湖
く
そ
の
主
意
が
間
領
と
な
り

昇
先
に
盛
岡
掲
枚
上
田
校
合
が
脱
退
の

狽
火
を
あ
げ
、
畠
田
に
誉
れ
て
い

蛋
笠
の
層
抒
肝
で
ら
つ
き
讐

し
て
準
ル
で
琶
た
が
…
…

は
ん
ご
う
そ
同
に
狙
い
圧
を
矧
ぎ
づ

り
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
に
将
え
る
。
興
っ

て
い
る
当
番
は
ド
ラ
ム
か
ん
の
暫
冒

わ
か
し
て
待
っ
て
い
る
。
岡
呂
は
何
処

で
も
ど
ん
な
も
の
に
わ
か
し
て
も
気
持

の
よ
い
も
の
だ
。
す
っ
か
り
よ
い
菟
持

に
な
っ
て
夕
金
の
テ
ー
ブ
ル
に
向
う
。
、

雲
量
監
等
に
よ
っ
て
醸
命
を
つ
な

が
さ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
大
し
た
ご

ち
そ
う
も
な
い
が
腹
が
空
い
て
い
る
の

で
、
う
ま
い
こ
と
こ
の
上
な
い
。
急
い

で
食
べ
る
と
雲
壷
が
見
え
る
や
り
ゆ

っ
く
り
石
々
々
を
た
し
な
み
な
が
ら

食
べ
る
。
隣
り
■
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
何
処

か
ら
持
っ
て
来
た
の
か
は
ん
ご
に
一
杯

の
誓
ひ
と
の
み
に
飲
ん
で
い
る
も
の

分
に
向
っ
て
来
る
も
の
は
弱
い
も
の
と
露
の
亭
ン
プ
か
ら
は
大
き
な
声
が
替
る
か
ら
巳
下
か
ら
は
段
々
に
な
っ
て
、

灯
熱
の
蔑
毎
評
作
欝
響
、

構
え
る
日
を
夢
見
つ
、
猷
々
と
し
て
働

く
＼
つ
る
は
し
を
に
苦
り
な
が
ら
も
故

郷
の
簡
伊
を
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な

い
。
署
が
艶
ば
人
側
の
心
も
こ
ん

な
に
撃
な
雪
の
か
、
今
ま
で
は
白

金
轡
が
終
る
と
思
い
思
い
初
仕
事
に

と
り
か
、
る
。
将
棋
、
マ
、
1
ジ
ャ
ン
、

ト
ラ
ン
プ
、
日
記
を
つ
け
る
も
の
、
・
そ

の
時
の
歯
の
顔
は
も
っ
と
も
楽
し
そ
う

彗
意
の
こ
と
震
れ
た
か
の
よ
う

に
遊
び
に
夢
中
に
凝
っ
て
い
る
。
時
々

稿
∵
抑
留
生
活
の
■
一
断
片

寄
丁
　
日
野
岳
　
浩

に
は
芸
養
護
を
中
骨
と
し
て
屑
名

笈
誓
言
十
塔
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
塔

は
い
づ
爪
も
備
さ
二
丈
筑
茎
言
古

の
玩
大
塔
も
の
で
、
こ
れ
が
中
央
の
大

酒
を
組
ん
で
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。

し
か
も
金
野
が
白
く
塗
ら
れ
て
あ
q

い
か
に
も
に
ぎ
宗
に
碧
し
い
壮
材

量
セ
い
う
そ
の
各
々
の
中
に
大

理
石
の
柊
が
あ
っ
て
、
金
都
に
わ
た
つ

マ
ン
ダ
レ
ー
ヒ
ル
の
南
東
の
ふ
も
と
一
の
マ
ッ
チ
を
も
っ
て
い
．
る
事
菅
し
っ
か

畏
雷
撃
き
つ
し
窯
だ
「

誉
蚤
や
贋
†
桑
野
に
構
射
ら

れ
た
魔
ご
ざ
に
言
わ
原
義

の
も
の
を
砦
い
て
冨
ん
空
と

い
っ
て
き
か
な
い
。
も
三
人
の
．
巧
は

そ
こ
に
は
お
ら
な
か
っ
た
。
前
か
ら
の

何
か
の
感
情
の
登
潟
が
あ
っ
た
ら
し
い

三
し
分
る
、
衝
く
尊
だ
け
は
十
二
鱒

ま
で
待
っ
て
お
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

・
「
■
守
∵

石
桜
新
聞
の
頗
精
を
左
の
璧
驚
羞

奨
致
し
ま
す
か
ら
譲
っ
て
脚
応
辞
下

さ
い

応
莞
轟
本
校
庄
確
。
P
T
A
應

氏
。
卒
業
彗

内
容
評
論
、
小
説
、
閑
、
虚
歌
、

俳
句
Y
磯
雫
漫
囲
、
将
軍

温
姐
喋
圃
、
映
画
、
演
聖

美
禰
、
膏
楽
批
評
等
、
そ
の

他
。

締
切
期
日
特
に
屈
め
な
い

撥
出
先
　
笥
桜
新
野
金
網
欒
郡
あ
て
∴

軍
r
警
透
る
こ
と
よ
り
盛
を
起
て
よ

え
て
来
る
。
咽
を
飲
ん
だ
男
の
芦
、
大

介
解
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

終
戦
に
な
っ
て
か
ら
串
や
一
望
看

片
未
だ
恩
情
遍
の
命
令
は
＜
そ
の
日

の
仕
事
に
追
わ
れ
て
箋
ビ
ル
マ
に

来
て
か
ら
は
亮
等
、
過
表
の
こ
と
が

蓋
の
如
く
浮
ん
で
来
宅

ビ
ル
マ
は
舅
に
仏
埠
と
績
炭
と
の
園

と
い
っ
て
も
嘩
宵
で
な
い
。
雷
ど
こ

で
も
そ
れ
が
見
出
さ
れ
興
旗
に
一
段
の

蓋
茅
商
え
て
い
る
巧
仏
塔
は
し
細

な
東
雲
患
い
出
す
、
と
甜
々
の
相
憺
盲

あ
る
が
概
し
て
い
え
巧
基
準
階
段

西
洋
鎚
を
伏
せ
た
よ
う
な
、
形
の
楢
の

水
曜
こ
れ
に
学
東
を
な
す
丸
輪
か

ら
出
来
て
い
毒
で
あ
っ
た
が
。

マ
ン
タ
レ
Ⅰ
の
王
城
空
辺
約
一
甥

の
四
分
の
ム
の
実
習
嘗
ま

t

t

l

l

主
上
∵
工
手
∵
∴
∴
立
∵
∴
‥
㍊

計
の
仏
欝
あ
ん
讐
れ
て
い
旦
彗
実
空
欝
雪
た
真
は
こ
誓
書
藩

の
楢
が
そ
の
中
心
を
な
し
、
中
央
に
大
有
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
一
か
つ

∵
リ
∵
∴
十
十
∵
㍉
∴

今
ま
で
実
っ
て
警
弓
て
お
っ
豊
富
ん
か
で
も
し
た
の
か
、
翌
の
ん
甘
野
岳
粟
だ
撃
で
記
巴

り
ト
、
こ
て
∴




